
より多くの患者により早く 
新薬を届ける
Amgen社はマスターデータ駆動の 
インサイトで患者ケアをパーソナライズ

目標

 
医療機関に信頼できるデータを提供することで、より
多くの患者の適切な治療を支援し、転帰を改善する

生物学データセットの増加に対応し、医療機関、製
品、保険業者のデータに基づいて戦略的優位性を構
築する

データサイエンス、人工知能（AI）、高度なアナリティ
クスにグレートデータ（高品質のビッグデータ）を活用
して患者ケアを改善する

重病に苦しむ患者に革新的な治療を提供する

ソリューション

Informatica Master Data Management（MDM）のマ
ルチドメイン機能を使用して、医療機関、保険業者、
製品に関する信頼できるビューを構築

Amgen社の医薬品を使用する患者とその患者ケアに
携わる医療機関や保険業者などとの関係を把握

Informatica MDMとInformatica Data Qualityを使用
して、バッチおよびリアルタイムの統合とデータ品質
チェックを自動化

MDMからアナリティクス環境にクリーンなデータを提
供して、データサイエンス、AI、アナリティクスの目標
をサポート

導入効果

 
大規模データセットをマスター化して、新製品の開発
期間を短縮し、より多くの患者の支援を実現

副作用の可能性を特定して医療機関に通知すること
で、患者の転帰を改善

患者と製品、医療機関、保険業者との関係を迅速に
特定して、患者サポートサービスを強化

手作業を自動化してデータ管理の負担を大幅に軽減
することで、マスターデータ管理チームの作業効率を
向上

Informatica MDMのお陰で、新製品の開発期間を短

縮し、より多くの患者様の適切な治療を支援することが

可能になりました」

Adi Rapaka氏
マスターデータ管理担当ディレクター

Amgen社

「



1980年の創設以来、Amgen社は満たされていない医療ニーズに応えるバイオテクノロジーの可能性を切り拓

き、世界中で何百万人もの患者を支援してきました。現在は世界をリードするバイオテクノロジー企業として、

重病に苦しむ患者のために革新的な医薬品の発見、開発、製造、提供に取り組んでいます。世界的に疾病率と

死亡率の高い心疾患の治療において功績を上げ、心疾患患者のQOL（生活の質）向上を実現しています。

Amgen社は、革新的な医薬品のパイプラインを開発する際に、より多くの患者の適切な治療を支援できるよう

に、自社の医薬品を使用する患者、自社のパートナー（医療機関、サプライヤー、卸売業者など）、製品の関係

に加え、競合他社製品に関する公開情報を把握する必要があります。スプレッドシートやデータベースなどで

収集されたデータはサイロ化されて追跡が困難だったため、同社はマスターデータ管理ソリューションを社内開

発しました。

しかし、本業の成長や買収を通じて会社の規模が拡大し、社内開発のマスターデータ管理（MDM）システムで

は十分な安定性と拡張性を得られなくなりました。フルタイムの従業員から成るチームが、社外コンサルタント

の支援を受けつつ、ダウンタイムが発生しないように手作業による次善策を駆使しながら、必要なデータを入力

して、システムをサポートしていました。心疾患を始めとする医療データセットの増加に伴い、新製品の発売準

備に3～4か月もの期間を要し、これが医薬品パイプラインのボトルネックとなっていました。

Amgen社データサイエンスおよびアナリティクス担当ディレクターのVishnu Maddileti氏は、次のように述べて

います。「新製品を発売するたびに大規模データセットのマスター化に大量の時間とコストが発生していまし

た。医療機関や製品に関するデータが商業面の弱点となっていたため、これを強みに変える必要がありまし

た」。

また、Amgen社はAIと高度なアナリティクスを活用して患者の転帰を改善したいと考えていました。例えば、大

規模データセットをマイニングすることで、さまざまなインサイト（特定の患者において副作用の可能性を防止

または軽減できる治療法など）を医療機関と共有できます。

Maddileti氏は、次のように述べています。「真の医療データサイエンス企業になるための基盤を構築したかった

のです。高度なアナリティクスには、人の命、特に心疾患患者の命を救える力があるため、継続的に強化してい

くことは当社にとって極めて重要です」。

業務要件：

•  真の医療データサイエンス企業になるた

めの基盤を構築

•  CRMシステムおよび他のアプリケーショ

ンでマスターデータをリアルタイムにやり

取り

•  ビジネスの成長に合わせて新規ドメイン

をマスター化

Amgen社について
Amgen社は、米国カリフォルニア州サウザ

ンドオークスに本社を構える多国籍のバイ

オ医薬品企業です。科学とイノベーション

に深く根差し、新しいアイデアや発見に基

づいて、重病に苦しむ患者のために医薬品

を開発しています。



安定性と拡張性に優れたMDMプラットフォーム
Amgen社は、完全なデジタルトランスフォーメーションを推進して、コアシステムとデータウェアハウスをクラ

ウドに移行しました。さらに、データのマスター化を強化することをねらいに、スコアカードを使ってMDMソ

リューションを系統的に評価しました。その結果、Informatica MDMを導入して、Multidomain MDMで医療機

関、製品、保険業者の各ドメインをマスター化しました。このソリューションには、データ品質、ビジネス プロセ

ス マネジメント、データセキュリティの各機能に加え、リアルタイムおよびバッチのデータ統合機能も組み込ま

れています。

「プラットフォームが安定性と拡張性に優れていること、そしてインフォマティカが業界リーダーであることが

決め手となって、Informatica MDMを選びました」と、Maddileti氏は述べています。「インフォマティカは当社の

ニーズと合致する最良のMDMプラットフォームを提供してくれました。デジタルトランスフォーメーションをサ

ポートできる柔軟性を備えつつ、適切に標準化されているため、カスタマイズしすぎて保守が複雑化することは

ありません」。

データのマスター化を数か月ではなく数週間で完了
現在Amgen社は、Informatica MDMを使用して医療機関、製品、保険業者のデータをマスター化しています。

これらのドメインと関係を迅速にマスター化できるため、MDMチームを拡大しなくても、データサイエンス、

AI、アナリティクスの業務上の目標をサポートすることが可能です。その結果、運用コストを削減しながら、新し

い役割、新しいプロジェクト、より戦略的な業務にリソースを割り当てられるようになりました。

Amgen社マスターデータ管理担当ディレクターのAdi Rapaka氏は、次のように述べています。「Informatica 
MDMのお陰で、新製品の開発期間を短縮し、より多くの患者の適切な治療を支援することが可能になりまし

た。以前は3～4か月以上かかっていた新規データセットのマスター化も、今では4～6週間以内に完了できるよ

うになりました」。

患者サポートサービスの強化
複雑な基幹業務データをマスター化する強固な基盤を構築したAmgen社は、すべてのアプリケーションにわ

たって唯一真実のソースを確立して、自社の商業目標をサポートしています。また、この基盤は、顧客関係管理

（CRM）、患者サポートサービス、マーケティングのアプリケーションと（多くの場合はリアルタイムで）統合され

ます。このような可視性は患者サポートにも直接影響を及ぼします。例えば、患者がAmgen社に問い合わせる

と、担当者は患者および過去と現在の治療に関連する製品、医療機関、処方医師などを即座に把握できます。

Informatica MDMに基づくアナリティクス

により、健康上の問題が発生する前に予防的

な治療を行うよう医療機関に通知できます。

これは事後的な治療よりもはるかに効果的

です」

Adi Rapaka氏
マスターデータ管理担当ディレクター

Amgen社

「



Maddileti氏は、次のように述べています。「Informatica MDMは、当社のあらゆる商業目標を達成する上で欠

かせないソリューションです。最先端のMDMソリューションとリアルタイムのデータ統合により、患者サポート

サービスも強化できました。インフォマティカのソリューションがなければ、これほど迅速に患者サービスを提

供することはできなかったでしょう」（前出Maddileti氏）。

より多くの患者を救うために
MDMに基づくデータサイエンスにより、Amgen社は処方率の低い病院やクリニックの市場シェア拡大を支援で

きます。その結果、より多くの患者を支援して命を救えるようになります。また、医療機関との関係を強化して、

収集した膨大なデータから副作用に関する個別のインサイトをタイムリーに引き出すことで、自社製品の価値を

高められます。

「Informatica MDMに基づくアナリティクスにより、健康上の問題が発生する前に予防的な治療を行うよう医療

機関に通知できます。これは事後的な治療よりもはるかに効果的です」（前出Rapaka氏）。
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ソリューションの内容：

• Informatica Multidomain MDM

• Informatica Data Quality

• Informatica Data Integration Hub
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